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浜家連ニュース ６月号 
                                                 第１７８号 

                                 平成２７（２０１５）年６月１日発行 

                        ◯発行人  特定非営利活動法人 横浜市精神障害者家族連合会 

                            事務局  〒２２２－００３５ 横浜市港北区鳥山町１７５２番地 

障害者スポーツ文化センター 横浜ラポール３階 

                                  電話 ０４５（５４８）４８１６  ＦＡＸ０４５（５４８）４８３６ 
   

巻頭言 横浜でも“しっぽ ふぁーれ！”  副理事長 柏木 彰
       ～（Si Puo Fare!）とはイタリア語で“やればできるさ！”～ 

 

4 月初めに「しっぽ ふぁーれ」という一風変わっ

た名前のメンタルヘルス診療所が千葉・市川市に誕生

しました。開業されたのは長年私たち家族に慕われて

きた前国立精神・神経医療研究センターの伊藤順一郎

先生です。開院に先立って内覧会があったので「もみ

じ会」の倉澤さんと一緒に行ってきま

した。 

診療所はもとは町の整形外科医院

だった平屋の建物でしたが内部はす

っかり改装されてとても明るく温か

い感じがしました。中に入って気づい

たことは、待合室や診察室のスペース

が意外に小さなスペースなところでしたが、外来診療

は週に 2 日（火・木曜日、10 時から 17 時まで）で完

全予約制．それ以外の平日は訪問が中心の「在宅支援

診療所」と聞いてもっともなことだと思いました。 

「しっぽ ふぁーれ」を見学して大変印象的だった

ことは、診療所と同じ屋根の下、診察室の奥に NPO

法人リカバリーサポートセンターACTIPS のオフィ

スがあって、そこでは 1５名前後の多職種のスタッフ

が訪問看護ステーション ACT-J と ACTIPS 相談支援

センターの活動を行っていることでした。内覧会当日

にもらった案内パンフレットには「しっぽ ふぁーれ」

の基本的な考え方やサ―ビスの内容について次のよ

うに書かれていました。 

 

・私たちは市川市（松戸市の南部を含む）に住む、精

神障害を持つ皆さまが、病や障害を持っていても地

域社会の中でのびのびと暮らすことが出来るよう、

可能な限り入院に頼らない、生活を丸ごと応援でき

るようなサポートを提供することを目指します。 

・このために、診療所の精神科医も積極的に訪問によ

る治療や支援を行います。また、診療所以外の地域

の支援者の方々と多職種でチームを作り連携・協力

することで、充実した支援が可能になるようにいた

します。 

・私たちは、地域の多くのみなさまと一緒に、地

域生活中心の精神保健医療福祉のシステムが市

川市に根づくよう、努力いたします。 

・そのために、在宅支援診療所として、必要な方

には積極的に訪問診療をいたします．また、必要

な方には 24 時間 365 日対応できる体制をとりま

す。 

・利用者の生活を大切にする医療を提供するために、

NPO 法人リカバリーサポートセンターACTIPS（訪問看

護ステーション ACT-J と ACTIPS 相談支援センター）

や地域の支援機関と協働します。 

 

 これはまさに長い間、私たち家族が待ち望んでいた、

本人・家族のもとに届けられる訪問型の医療・生活支

援サービス（アウトリーチ）の始まりであり、伊藤先

生がかねてから提唱されていた「多機能型 地域精神

科診療所」にほかなりません。 

内覧を終えて帰りの電車の中で、倉澤さんと二人で

「しっぽ ふぁーれ」が身近にある市川の人たちが本

当に羨ましいﾈ､横浜にも出来ないかなぁー」とため息

をつきながら帰ってきました。 

 しっぽ ふぁーれ！（Si Puo Fare!）とはイタリ 

語で“やればできるさ！”という意味でイタリアで 

は精神病院を廃止し、誰もが入院治療にたよらず、 
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地域で暮らすことが可能になっています。その改革で

は Si Puo Fare!が合言葉になっていたそうです。 

 市川でもやればできる！という思いを込めて診療

所の名前にされたそうです． 

時を同じくして横浜市保土ヶ谷区に一般社団法

人「てとて」が誕生しました。今の精神保健福祉の

状況を少しでも変えていきたいという志をもった

3名の看護師と精神保健福祉士の同志 4名が自主的

に立ち上げたものです。代表の増子 徳幸氏は伊藤

順一郎先生の下で ACT-J の管理責任者を務められ

た第一人者です。 

「てとて」の先ずの事業は精神訪問看護ステーショ

ン「リンク横浜」と相談支援事業所「わおん」です。 

「てとて」の事業が一日も早く軌道に乗るよう皆で応

援しましょう！ 

 

 「てとて」応援募金のお願い  （再掲） 

 

 本年４月から、精神に特化した訪問看護ステーション「てとて」が業務を開始しました。 

専門スタッフが当事者や家族を訪問して、様々な相談に応じたり、日常生活を送るためのアドバイス・支

援を行ってくれます。新しい試みを始められた若いスタッフを応援するために応援募金を行うことになり

ました。会員の皆さまのご協力をお願いします。｛締切り６月３０日（火）｝ 

平成２７年度事業計画 

 ２７年度総会で承認されたのち、下記の活動方針を理念に業務を推進します。 
詳しい内容については、総会議案書をご覧ください。（総会に出席の特定正会員さんから入手して下さい。） 

 

平成 27 年度事業活動方針 

家族会活動の原点は、①家族同士の支えあい・分か

ち合い、②医療・福祉・障害者の権利などの学び合

い、③行政や一般市民への働きかけの 3 点です。

今年度もこの三つの原点を堅持しつつ、幅広い活動

を続けます。 

加盟する各単会の活動をベースに相互に刺激し

合い、家族間の連携を深めることにより「家族力」

を高め、市民によりいっそう認められる精神障害者

の家族の運動を推し進めます。 

平成 26 年 1 月に批准された国連障害者権利条

約は、批准した国が、すべての障害者の障害をもた

ない者との平等を元に人権と自由、固有の尊厳を大

切にすべきことを規定しています。浜家連は、条約

の理念を実現するため、また当事者のリカバリーを

支える施策を求めるために、あらゆる人々と協同し

て様々な活動をしていきます。 

今年度は、次のような課題を念頭におき事業内容

を充実させます。 

１．会員数の増強に組織的に取り組みます。 

会員と家族当事者の高齢化の問題を現実と 

して直視し、組織の弱体化に対して組織全体と

して会員増加のための情報共有や広報の活動

に取り組みます。 

２．三障害を一元化して福祉サービスを提供する動

きはありますが、精神障害者への福祉施策が他

の障害に比較して遅れている実態を踏まえ、偏

りのない平等な共生社会の実現を訴えていき

ます。 

３．市当局に要望書を提出するだけで終わらせず、

要望実現のためのもう一歩踏み込んだ積極的

な運動に取り組みます。 

４．患者の意志の尊重、薬物治療への偏重是正、て

いねいな説明、医療と福祉の連携など、利用者

の立場に立った医療の実施を求めていきます。 

５．生活支援センターが横浜市の精神保健福祉を左

右する要と考え、地域活動支援事業や就労支援

事業、後見的支援事業などとの関連において

中・長期的な生活支援センターのあり方をビジ

ョンとして明確にしていきます。関連団体とも

連携して当事者のニーズに合った施策を行政

に求めます。 

６．長期入院障害者の退院後、ならびに在宅の重症

障害者の、地域の支援体制を充実させるため、

医療と結びついた精神障害者グループホーム

の設立・拡充のための運動をします。 

７．社会と繋がれないひきこもりの当事者を中心と

して、訪問型の適切な医療・福祉のサービスを

提供することにより、自立に向けた多様な支援

サービス（アウトリーチ）の拡充施策を行政に

対して要求していきます。 
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浜家連平成２７年度年間事業計画表（再掲）兼 イベント情報 
＊この計画は総会で決定して遂行していく予定です。 

＊４月号でお知らせした、Ａブロックの開催日は、下記の日付に変更になりました。 

 

日付（曜日） 事 業 名 内容・講師 会場・時間 

６月２５日（木） 浜家連研修会第１回 
薬を減らして元気になる 

講師 渡邉博幸先生 

ラポール２階大会議室 

１３：３０～１６：００ 

＊チラシを各単会さんへ配布していますので、お誘いあわせの上、お出掛けください。 

７月２３日（木）  〃 〃    第２回 
認知機能障害を知る 

講師 田原智昭氏 

   〃 

９月１７日（木）  〃 〃    第３回 

障害者権利条約と私たち

の暮らしはどうなるか 

講師 赤松英知氏 

   〃 

１０月１９日（月） 〃  〃      第４回 
親亡き後に備えて 

講師 浜田裕也氏 

   〃 

１１月２６日（木） 〃 〃     第５回 

ＩＭＲ（疾病管理とリカバ

リー）を学ぶ 

講師 内山繁樹氏 

   〃 

９月１９日（土） 
第２１回メンタル 

ヘルス講座 

これからの地域精神医療

と福祉 

講師 伊藤順一郎先生 

横浜市健康福祉総合 

センター 

１３：３０～１６：３０ 

１０月３日（土） Ｄブロックフォーラム 交渉中 港南公会堂 

１０月１７日（土） Ｂブロック  〃 松本ハウス 瀬谷公会堂 

１１月２８日（土） Ｃブロック  〃 糸川昌成先生 選定中 

２８年３月５日（土） Ａブロック  〃 夏苅郁子先生 都筑公会堂 

７月３日（金） 家族学習会担当者研修会 
家族学習会開催予定単会 

担当者ほか 

ラポール２階大会議室 

１０：３０～４：３０ 

 

平成２８年度精神保健福祉施策要望書 
 横浜市・市会等へ平成２８年度の予算要望を取りまとめました。これに「補足説明」がつきますが、 

紙面の関係で項目のみを掲載します。詳しくは理事会資料をご覧ください。 

 

【最重点項目】 
１、 精神障害者のリカバリーと社会参加のために、訪問型の支援事業を拡充してください。 

そのために、 

① 各区の精神障害者支援医療ソーシャルワーカーを大幅に増員してください。中・長期の計画で最低

でも現状の 2 倍にすることを目標にしてください。 

② 各区の生活支援センターの訪問型支援サービスを拡充するために可能なあらゆる方法を検討して

ください。 

③ 訪問型支援に関わる機能の有機的な統合や情報交換の方法を具体的に検討して施策としてくださ

い。たとえば、福祉保健センターと生活支援センターの事例研究や、後見的支援制度や社協のあん

しんセンターなどの在宅障害者への訪問支援などの、既存の機能との融合を追求してください。 

④ 市の施策が及ばない範囲に民間の訪問看護ステーションなどの事業が立ち上がりはじめています。

医療機関と結びついていない精神障害者に対する訪問支援に、民間の事業が積極的に関われるよう

助成金を補助したり、スタッフの育成事業を支援するなどの施策を工夫してください。 
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⑤ 以上①から④にとどまらず、精神障害者に対する医療も含めた訪問型の支援のニーズや実施方法、 

予算措置などを全面的に調査・検討・企画・実行するための検討部会を設置してください。 

２、「重度障害者医療費助成制度」を精神障害者１級の通院についてのみでなく、１級の入院にも適用し、

さらに２級の入院、通院に適用するようにしてください。 

３、精神障害者にも２４時間･３６５日職員がいる居住施設やグループホームを早急に設置してください。 

４、地域活動支援センター・グループホーム等の職員の待遇を改善してください。 

【重点項目】 
『医療問題』 

１、精神科救急医療体制を維持拡充し、速やかに入院出来るようにして下さい。また、入院しなくても当

事者と家族が対応できるような施策を検討、実施してください。 

『医療費問題』  

１、自立支援医療（精神科通院）の医師診断書を無料としてください。 

『横浜市の福祉制度』 

１、横浜市第２期障害者プランの「将来にわたるあんしん施策」に規定していた「緊急

時ホットライン」を、２４時間、３６５日、ワンストップのものとして整備してく

ださい。 

２、生活支援センターを拡充し、精神障害者支援の「基地」にしてください。 

  そのために先ず、Ａ・Ｂ型の格差を是正してください。 

  Ａ・Ｂ型では大きな差があります。Ｂ型にＡ型と同じ予算をつけてください。 

３、福祉手帳等の更新手続きを事前に通知してください。 

４、家族会を社会資源ととらえ、家族会育成と、家族会活動支援をいっそう進めてください。 

『就労問題』 

１、精神障害者に就労の機会を与えてください。先ず横浜市で採用してください。 

【国に働きかけてください】 
１、入院医療における「精神科特例」を廃止してください。 

２、学校教育の学習内容に精神障害を加えてください。 

  

平成 2６年度 浜家連会員障害年金相談件数実績表 
（平成２６年４月～平成２７年３月）浜家連 顧問 社会保険労務士 小山 志郎 

小山先生に是非ご相談ください。 

 

内  容 件 数 率 ( % ) 

受付件数 ５２ １００．０ 

内受給決定件数  ３６  ６９．２ 

内受給予定件数 １１  ２１．２ 

 内受給却下件数 ５  ９．６ 
 

編集後記 （斉藤・中居） 

 ２７年度総会において事務局体制が変わります。斉藤は非常勤となって、原則火・水の二日間出勤します。６

月１日からは事務局長に中居武司が就任します。今まで同様よろしくご支援ご協力をお願いします。長い間多

大なご協力とご支援を賜りましたことを、深く感謝申し上げます。皆さまご自愛の上健康でお過ごしください。 

                    （斉藤） 

 この度はからずも事務局長となりました中居です。斉藤前事務局長のように、滞りなく円滑に浜家連を   

運営できるか不安で一杯ですが、精一杯頑張ります。皆様方の叱咤激励をよろしくお願いします。（中居） 


